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提携先 酒田米菓㈱ 記入日 2008/9/10 

登録消費材名 うすやきせんべい、えび風味、オニオンガーリック      うすや

きせんべい醤油味、玄米こめきり 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

・「安全・健康・環境」面と異物混入対策として、工場内部監査の継続（週 1回） 

 社外の環境改善と地域貢献を含めたクリーン作戦の継続（冬季期間除く）月 1回。 

・工場内外の環境整備。 

・せんべいのロスー07.11.5 から一部製品化（こわれせんべいーオランダ、鏡の 2品） 

         販売―凡坊屋のみ販売（お客様からの要望により） 

・工業汚泥肥料―水分が多く作業効率に問題あり。 

        山形親生会メンバーより試験的に肥料として実験したい旨依頼あり。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

・せんべいロス（こわれ）－豚の飼料化（06.11/末から）結果良い為、継続中。 

.せんべいロス（こわれ）の製品化―（オランダ、鏡せんの 2品のみ）凡坊屋のみ販売、 

     結果、こわれ目当てで来客数が伸びてはいるが売り上げが上がらない状況。 

・残業時間の削減―前年対比 209.3％、未達。 

          売上が伸びたこともあり残業が多くなった。  

・ロス削減―ロス率、前年 3.93％、今年 4.52％昨対 115％、未達。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

・工業汚泥肥料―山形親生会メンバーより依頼分、打ち合わせのうえ、決定。、 

・せんべいのロス（こわれ）製品化―継続。 

 ・今期目標、生地ロス-1％ 

 ・今期目標、焼きロス-2％ 

 




